
「かながわ未来共創プラットフォーム」 募集シート 

 

■募集内容等 

募集テーマ 
生活支援団体の活動への支援 

提案募集の概要  

（テーマに関連す

る事業等の概要） 

生活支援に取り組む団体(NPO 等)では、生活困窮者を支援する場所や、多様な生活困窮

者を支援するための専門的な人材、知識・ノウハウが不足しているため、解決の手法や仕

組みを募集する。 

背景・課題 コロナ禍の生活困窮は「見えない困窮」とも言われ、従来の公的支援だけでは、支援の

網からこぼれ落ちてしまうことが懸念されている。 

そのような中で、現状において、NPO 等が生活困窮者へ食事や就労などの支援を実施し

ているが、場所や人材等が不足していることが課題である。 

課題によって、誰

が、どう困ってい

るか（または今後

困ることが想定さ

れるか） 

・生活困窮者の支援を行っている団体が、活動場所や専門的な人材、知識・ノウハウが不

足していて、支援に困っている。 

課題に対する県の

現状の取組 

・NPO 等による生活困窮者へ食事や就労などの支援を実施 

・支援員による相談受付及び伴走支援 

・家計改善のための相談受付 

・直ちに一般就労が難しい方へ、作業機会の提供 

・住居を持たない方、ネットカフェ等の不安定な住居形態にある方に、一定期間、宿泊場

所などを提供 

県が希望する提案

内容 

※以下は一例ですので、上記課題解決に向けて自由な発想でご提案ください。 

① 法律、学習支援、情報通信など専門知識を活かした支援 

② 支援団体の活動場所等の提供 

提案の例 ※以下は一例ですので、上記課題解決に向けて自由な発想でご提案ください。 

① 法律、学習支援、情報通信など専門知識を活かした支援 

・NPO 等を社員ボランティアの活動先とするなど、企業と NPO 等が連携した支援体制

の構築 

・大学等と連携した学生による情報通信の支援や教員志望学生による学習支援 等 

② 支援団体の活動場所等の提供 

会議室や保養所などの空きスペースを活用した、学習支援等のための場の提供 等 

実施予定時期 提案内容により別途調整します。 

県から提供できる

メリット 
・実証実験のフィールド選定にあたり、県が調整を行います。 

その他留意点  

 

 

＜提案方法＞ 

次のページでご案内する申込フォームへ、必要事項を記入の上、送信してください。 

https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=33311 

 



＜問合せ先＞ 

神奈川県政策局いのち・未来戦略本部室 未来創生グループ 「かながわ未来共創プラットフォーム」担当 
℡：045-285-0710 

問合せフォーム 

https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-

u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=13319&accessFrom= 

https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=13319&accessFrom
https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=13319&accessFrom

